
      平成30年度

２．場　 所　　　 　　看護研修センター
３．参加者　　　250 人　　　アンケート回収率 87.2％　　　n=218
４．内　 容

グループワーク「今、私たちに出来る政治活動とは」

１.属性について
　施設　①公的病院　139人　（63.8％）　②民間病院　68人（31.2％）　③未記入　12人（5％）

　職種　①保健師　2人（0.9％）　②助産師　12人（5.5％）　③看護師　200人（91.8％）　④准看護師　0人　⑤未記入4人（1.8％）

　年代　①20歳代　179人（82.1％）　②30歳代　22人（10.1％）　③40歳代　10人（4.6％）　未記入7人（3.2％）

２.看護連盟と看護協会の役割について ３．選挙の仕組みについて

４.看護の代表を国政の場に送る必要性について ５.看護師の労働条件の変遷からみる政治の成果について

　　　　　６.本日の研修会を受講する前に知っていた看護職の国会議員は
　　ア高階恵美子参議院議員　５５人（25％）　　　　イ石田まさひろ参議院議員　２０７人（95％）

　　ウ阿部俊子衆議院議員　　３５人（16％）　　　　 エ木村弥生衆議院議員　　３７人（17％）

7.あなたの施設のリーダー･サブリーダーを知っていますか
　　リーダー　　　　　①知っている　２３人（10％）　②知らない　１８７人（86％）　③未記入　８人（4％）

　　サブリーダー　　①知っている　１３人（6％）　　②知らない　１９７人（90％）　③未記入　８人（4％）

８.第２５回参議院選挙の看護職の組織内候補予定者は
　　石田まさひろ　　４２人（19％）　　高がい恵美子　１名

９.｢石田まさひろを応援する会」について
　①　入会した　１３２人（60.6％）　　

　　その理由　　・強制的に入会させられた(５人）　　・先輩（上司に勧められた(３２人）　・施設で配布された(２人）　

　　　　　　　　　　・応援することで働き方が変わるといわれた。　応援したいと思った。　・興味があった(２人）　・知らない間に。

　　　　　　　　　　・レターケースに入っていた。　

　②　入会していない　５０人（22.9％）　

　　その理由　　・入会の制度を知らなかった(５人）　・今後入会したい(２人）

　③　分からない　３6人（16.5％）

　　その理由　　・知らなかった(２人）

１０.本日の研修会で学んだことや職場の悩み、看護連盟への要望
　　学んだこと ・看護と政治につながりがあることが解った（３人）　・政治を身近に感じた(２人）　・積極的に選挙に参加したい。

・石田まさひろさんの看護への情熱に感動した。　・選挙は大切と思った。　・グループワークや講評で政治について知った。

・今の環境は先輩が勝ち取ったものだと理解した。　・連盟に興味が持てた。・一人ひとりが意識を持ち声を上げていく。
　　職場の悩み・人員を増員して欲しい(３人）　・土、日、祝日の手当が欲しい。・時間外について自分の働き方を見つめなおしたい。

･時間外が多い。　・タイムカードがあったほうが良い。・シーツ交換や検査だしなど負担。

・準夜勤で次の日にまたいでいるのに休日がない。・準や明けでの研修参加は働き方改革にそぐわない。

連盟への要望 ・会場、駐車場を増やして欲しい。　・研修を短くして欲しい。　・応援する会に強制的に入れないで欲しい。

・時間がなくて選挙には行かない。

「看護連盟の現状と課題・続基礎研修」 　 講師　富山県看護連盟　会長　三谷順子
「看護師の労働条件の変遷からみる政治の成果」　講師 　富山県高岡看護専門学校　副校長　谷村秀子先生

　　　　　　　　　　　新人研修会②（フオーローアップ研修）　アンケート結果　　　　　　　　

１．日　 時　　平成30年12月9日（日）9：00～12：00　
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